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人囗と面積( 2 年. 2. 1)
世 帯242, 197
人 口642, 272 人
男326, 508 人
女315, 764 人

面 積53. 25km2
人口 密 度12, 061 人/ Km2

《毎 月5 日 、15日 、25曰 発行 》

も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
ス
テ
キ
に

余
暇
の
パ
ー
ト
ナ
ー

(財
)足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
4 月

ス 夕 ー 卜

区
内
の
S
業
所
約
3
万
6
干
所
、
従
業
員
数
約
2
4万
人
。

こ
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
に
働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生

事
業
を
行
つ
て
き
た
足
立
区
勤
労
者
共
済
会
が
、
4
月
か
ら

「
財
団
法
人
足
立
区
勳
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

」
と
し

て
勳
労
福
祉
会
館
で
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。法
人
化
に
よ
り
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
が
整
い
、
搴
業
も
拡
大
・
芫
実
さ
れ
、

助
労
者
の
福
祉
が
さ
ら
に
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

身
近
に
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
を

わ
た
し
た
ち
の
生
活
基
盤
は
高

齢
化
、情
報
化
、ま
た
余
暇
時
間
の

増
加
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す

。
そ
れ
と
と
も
に

、
勦

労
者
の
福
世

〒

ズ
も
健
康
、趣

味
、生
き
が
い
な
ど
、多
様
化
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
も
、よ

い
人
材
を
確
保
し
、
そ
の
能
力
を

十
分
発
揮
し
て
も
ら
う
に
は
、福

利
厚
生
を
充
実
す
る
こ
と
が
、な

に
よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
小
企
業
は
、
こ
の

福
利
厚
生
面
で
大
企
業
と
大
き
な

格
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
格
差
を

な
く
す
た
め
、
区
で
は
3
億
円
の

基
本
財
産
の
ほ
か
、
2
億
4
千
万

円
余
の
溷
営
費
を
助
成
し
、
共
済

会
を
財
団
法
人
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
健
康
、
生
活
、

余
暇
の
活
用
な
ど
さ
ら
に
幅
広
い

碼
利
厚
生
サ
ー
ビ
ス
を
展
閧
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す

。

事
業
数
を
倍
増

人
生
を
豊
か
に

廁
足
立
区
動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
亊
業
を
こ
れ
ま

で
の
倍
に
増
や
し
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
て
い
き
ま

す
。

・
勳
労
者
の
在
職
中
の
生
活
安
定

事
業

中
小
企
業
の
動
労
者
が
安
定
し

た
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
祝
金
、

見
舞
金
等
の
紿
付
、
生
活
賣
金
の

あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
ま
す
。

・
健
康
維
持
・
増
進
事
業

成
人
病
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の

あ
っ
せ
ん
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設

利
用
の
利
便
を
図
り
ま
す
。

ま
た
健
康
に
関
す
る
講
座
・
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、健
康
に
つ
い
て
学

ぶ
場
を
提
偶
し
ま
す
。

・
老
後
の
生
活
安
定
の
た
め
の
事

粟中
高
年
勤
労
者
を
対
象
と
し
、

生
活
設
計
に
関
す
る
講
座
等
を
閧

催
し
ま
す
。
安
定
し
た
老
後
設
計

の
た
め
の
哢
報
提
賎
も
行
い
ま

す
。自

己
啓
発
・
余
暇
活
動

自
己
啓
発
事
業

と
し
て
、
勤
労
橸

祉
会
館
で
各
種
搆

座
を
毎
月
閧
催
。

ま
た
、
そ
の
虞
果

を
展
示
、
発
表
す

る
場
も
提
供
し
ま

す
。

財
団
法
人
化
で
特
に
充
実
す
る

余
暇
事
業
。町
の
指
定
宿
泊
施
設

。
3
7

の
東
亰
近
郊
の
遊
園
地
な
ど
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
プ
ロ
野
球
、
映

画
・
演
劇
鑑
賞
も
格
安
で
楽
し
め

ま
す

。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
亊
業

も
、
バ
ス
(

イ
ク
、
国
内
・
海
外

ツ
ア
ー
等
を
中
心
に
年
2
8本
と
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

・
財
産
形
成
事
業

金
融
機
関
と
協
力
し

、
財
産
形

成
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
し
ま
す
。

・
都
・
区
の
福
祉
推
進
に
協
力
す

る
事
業

就
業
等
の
相
談
、
内
職
の
あ
っ

せ
ん
を
行
う
と
と
も
に
、
エ
巣
ミ

シ
ン
等
就
業
に
有
利
な
技
術
の
講

座
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
便
利
に

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
に

財
団
法
人
化
に
伴
い
、
働
く
皆

さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

事

業
の
申
し
込
み
等
の
取
り
扱
い
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

▽
平
日
午
前
9
時
～
午
後
7
時

▽
土
曜
日

毎
週
午
後
7
時
ま
で

動
労
者
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
二
I

ズ
に
合
わ
せ
、
事
業
内
容
も
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

法
人
化
を
機
会
に
、
質
の
高
い

宿
泊
施
設
を
安
く
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
、
充
実
す

る
謝
足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
勤
労
者
対
策
係

(昔
8
3
8
3
5
8
1
)まで
。

勤労福祉会館の休館
館内 嬢理のため、4 月1 日
( 日) は休館となり ます。
6 月分の申込 ・抽選会は 、4
月2 日( 月) 、午 前9 時か ら

となり ます。

区
体
育
協
会
が
財
団
法
人
に

期
待
さ
れ
る
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
役

足
立
区
体
育
協
会
が
、
1
月
2
5

日
、
財
団
法
人
と
し
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

体
育
協
会
は
3
2団
体
を
擁
し
、

主
催
す
る
各
種
大
会
、
講
習
会
ヘ

の
穆
加
者
が
年
間
2
0万
人
を
超
え

る
。区
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

で
す
。発
足
以
来
4
2年
、
社
会
教

育
の
一
環
と
し
て
体
育
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
j

康
で
明
る
い

区
民
生
戸

を
築
く
一
冀
を
担
つ

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、高
齢
化
や
余
暇
の
増

加
と
い
っ
た
社
会
憐
勢
の
変
化
に

よ
り
、区
民
の
皆
さ
ん
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
要
望
が
、
広

範
囲
で
多
様
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す

。

今
回
の
財
団
法
人
化
は
、
体
育

協
会
を

、
責
任
あ
る

、
ま
た
安
定

し
た
財
政
基
盤
を
持
つ
団
体
と

し

、
そ
の
専
門
性
、
柔
軟
性
を
十

分
に
生
か
し
、
広
範
囲
な
区
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
る
た
め

行
う
も
の
で
す
。
財
団
法
人
化
さ

れ
た
体
育
協
侖
は
、「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
」「
区
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
の
推
進

役
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な

事
業

・
区
民
の
体
育
濤
魴
の
扱
興

▽
区
民
体
青
大
会
等
を
区
と
共
催

で
実
施

▽
加
盟
団
体
の
各
種
大
会
、
競
技

会
の
閲
催

▽
加
盟
団
体
の
強
化
・
育
改

・
体
育
活
勣
の
指
導
者
餮
成

▽
藐
技
別
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
隻

成
▽
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
の

活
用

▽
各
種
研
修
会
の
閧
催

・

体
育
功
労
者
の
顕
彫

を
区
の
体
育
搴
業
の
一
部
受
託

・
そ
の
他

▽
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
調
査
、研
究

▽
新
種
目
の
閲
発

▽
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
研
究
、
替
及

あ
な
た
も
会
員
に

(財
)足
立
区
勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
な
る
足
立
区
勤
労
共
済
会

4
月
に
ス
タ
ー
ト
す
る
嬲
足

立
区
勣
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は

、
利
用
者
数
が
多
く
な

れ
ぱ
な
る
ほ
ど
、
喝
広
い
サ
ー

ビ
ス
を
皆
さ
ん
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

。
今

、
新
規

加
入
者
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を

進
呈
中
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
会
貝

に

。ま
ず
電
話
で

、入
会
案
内
を

取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い

。

事
業
所
で
一
括
加
入
し

、
事

業
所
が
会
費
等
を
負
担
す
る
場

合
、
そ
の
経
費
を
税
法
上
、
擒

金
ま
た
は
、
必
要
経
費
と
し
て

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。(

個
人
加
入
は
該
当
し
ま
せ
ん
)

加
入
で
き
る
方

▽
区
内
中
小

企
業
(
従
業
員
3
0
0人
以
下
)
　

の
従
業
員
・
事
巣
主

▽
区

外
中
小
企
業
の
従
業
員
(
区

内
在
庄
)

※
6

ヵ
月
以
上
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
も
加
入
で
き
ま
す

。

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
に
必

要
項
目
を
記
入
の
う
え
、
直

接
持
参
ま
た
は
郵
送

入
会
金
・
会
S

▽
入
会
金
・・・

1
人
2
0
0円

▽
会
費
・
:月
額

5
0
0円

※
納
入
方
法
は
取
扱
金
融
機
関

の
自
勳
振
替
で
す
。

な
お
、
3
月
中
に
入
会
さ
れ

た
方
は
、
い
っ
た
ん
足
立
区
勣

労
者
共
済
会
の
会
鰔
と
な
り
、
4

月
か
ら
自
勳
的
に
聯
足
立
区

勦
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
加
入
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

生
活
経
済

課
勣
労
者
対
策
係

啻
8
3
8
3

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

各
事
業
、
4
月
か
ら
も
継
続

現
在
、
職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
(
勤
労
福
祉
会
館
内
)
の

内
戰
あ
っ
せ
ん
等
の
亊
業
は
、4

月
以
降
も
「
抛
足
立
区
勤
労

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の

名
称
で

。
同
じ
場
所
、
同
じ
内

容
で
行
わ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、職
業
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
1
(
`
‘
8
3
8
3
5
8
4
)

ま
で

。

シ
ン

ボ
ル
マ

ー

ク
・
職

員
の
募

集

(財
)足
立
区
体
育
協
会

シ
ン
ボ
ル

マ

ー

ク

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
ふ
さ
わ
し

い
祠
る
く
力
強
い
イ
メ
ー

シ
と
、
ひ
と
目
で
。
体
育
協
会
"

と
分
か
る
マ
ー
ク
を
、
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

応
募
責
格

区
内
在
住
・
在
助

・
在
学
の
方

応
募
作
品

▽
自
作
・
禾
発
表

の
も
の

▽
点
数
に
制
限
な

し
応
募
方
法

庄
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
紀
し

、
郵
送
ま

た
は
直
接
窓
囗
へ
(
応
募
俘

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
)

応
募
期
限
3

月
3
0日
必
番

※
採
用
作
品
は
体
育
協
会
マ
ー

ク
と
し
て
使
用
し
、
版
権
は
体

竒
協
僉
に
帰
属
し
ま
す

。ま
た

、
採
用
作
品
は
、
作
者
と
相
談
の

上
、一
部
修
正
・
補
正
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
採
用
の
方
に
は
、配
念
品
ま

た
は
賞
金
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

職
員
募
集

職
種

一
般
事
務

募
集
人
数

―
人

資
格
3
0
～
3
5
歳
の
女
性
で
簿
　

記
(
2
級
程
度
)
の
で
き
る
方

採
用
予
定
4

月
1
日
以
降

申
込
方
法

履
歴
S

、
写
真
1
　

枚
を
持
参
ま
た
は
郵
送

申
込
期
眼
3

月
2
0日
消
印
有

効
選
考
(
面
接
)
曰
・
場
所
3
　

月
2
7日
、
午
前
1
0時
、
本
庁

舍
・
体
育
課

―

い
ず
れ
も
I

申
込
・
問
合
せ
先
勵
足
立
区
　

体
育
協
侖
事
務
局
(
〒
a
千
　

住
1
-
4
-
1
8
本
庁
舎
・
体
　

育
課
内
a
8
8
2
1
1
1
1
　

㈹
)
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道
路
は
み
ん
な
の
も
の

明
る
く
き
れ
い
に
安
全
に

道
路
交
通
環
境
整
備
月
間

3
月
は
「
道
路
交
通
環
境
整
備

月
間
」
で
す
。

こ
れ
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
つ
く
り
、
そ
し
て
交
通
事

故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
行
つ
て
い
る
も
の
で

す
。道

路
の
安
全
は
、
道
路
を
利
用

す
る
一
人
ひ
と
り
が
扈
い
や
P
　

ぶ
ず
り
あ
い
"
の
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

道
路
は
正
し
く

足
立
区
で
は
響
察
署
と
共
同
で

悪
質
な
遭
路
使
用
者
に
対
し
、
注

意
・
響
告
を
行
い
、
正
し
い
道
路

利
用
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

▽
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
街
路
樹
等
に

の
ぼ
り
や
桃
太
郎
旗
等
を
縛
り

付
け
た
り
し
な
い

▽
道
路
上
に
膸
品
・
ワ
ゴ
ン
・
自

勳
販
売
機
等
を
置
い
た
り
、
設

置
し
な
い

▽
道
路
上
に
あ
ん
ど
ん
昔
板
(
臘

き
看
板
)
等
を
出
さ
な
い

▽
電
柱
・
街
路
樹
・
街
路
灯
等
に

無
断
で
看
板
・
貼
り
札
・
は
り
紙

の
類
を
取
り
付
け
た
り
し
な
い

道
路
は
き
れ
い
に

逎
路
に
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
自

転
車
・
パ
イ
ク
等
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
は
、
道
路
に
放
置
せ

ず
漬
掃
昜
に
運
絡
し
て
引
き
取
つ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
や
建
築

の
廃
材
、
土
砂
な
ど
を
道
路
に
捨

て
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら
、
区

役
所
・
響
察
署
に
ご
一
報
く
だ
さ

い
。

日
除
け
・
看
板
は
許
可
を

日
除
け
・
そ
で
n
板
等
を
道
路

上
に
突
き
出
し
て
設
釐
す
る
場
合

は
、
道
路
法
・
道
路
交
通
法
の
基

凖
に
あ
っ
た
も
の
に
限
り
許
可
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
を
造
る
際
、
出

入
囗
に
あ
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
を

撤
去
す
る
場
合
に
も
許
可
が
必
要

で
す
。

道
路
は
広
く

商
品
や
自
転
車
が
道
路
を
占
拠

す
る
と
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗

つ
て
い
る
人
に
と
っ
て
非
常
に
危

険
で
す
。
ま
た
、
自
勳
車
の
長
時

間
の
駐
車
や
交
差
点
付
近
の
駐
停

車
は
、
交
通
渋
滯
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
り
、み
な
さ
ん
の
迷
憖

に
な
り
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
。
快
適
な

道
路
環
境
を
つ
く
り
、
住
み
よ
い

足
立
区
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
路

政
課
(
霑
巍
5
2
3
1
)
、各
警

察
署
交
通
課
(
千
庄
a
8
7
9
0
　
1
1
0

、西
新
#
a
8
5
2
0
1
　
1
0

、崚
瀬

豐
6
2
0
0
1
1
0
)

自
転
車
や
車
で
遭
竭
も
半
分
に
、

み
な
さ
ん
の
協
力
で
安
全
で
き
れ
い
な
道
に

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動

峨
争
で
中
断
さ
れ
た
解
放
運

勳
は
、
終
峨
と
同
時
に
再
建
の

気
運
が
高
ま
り
ま
し
た

。

こ
れ
ま
で
の
水
平
社
の
活
勦

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
具
体
的

な
活
勳
を
日
常
的
に
進
め
て
い

く
組
啾
づ
く
り
と
名
称
の
変
更

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

昭
和
2
1年
2
月
、
亰
都
で
「
部

落
解
放
全
国
委
員
会
」
が
結
成

さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
年
の
い‥
月
3
日
、
日
本

国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、
法
の
下

の
平
等
や
個
人
の
尊
厳
、
居
住

・
移
転
、
戰
業
選
択
の
自
由
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
基
本
的
人
権
が

保
障
さ
れ
ま
し
た

。
こ
れ
に
よ

っ
て
部
落
に
対
す
る
身
分
的
な

差
別
慝
嘴
は
、
い
つ
し
か
消
え

て
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
期
待
さ

れ
、
解
放
運
勦
は
数
年
間
、
活

発
な
勳
き
が
み
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
新
憲
法
が
制
定
さ
れ

て
も
、
心
の
壁
を
す
ぺ
て
取
り

払
う
こ
と
は
で
き
ず
、
以
後
も

差
別
亊
件
が
起
き
て
い
ま
す
。

昭
和
2
6年
1
0月
、「
オ
ー
ル
ロ

マ
ン
ス
」
と
い
う
雑
誌
に
、
京

都
市
の
職
員
が
、
市
内
の
部
落

の
様
子
を
、
あ
た
か
も
犯
罪
の

巣
の
よ
う
に
書
い
た
小
説
を
載

せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
重
く
み
た

部
落
解
放
委
員
会
は
、
差
別
的

な
状
態
の
ま
ま
部
落
を
放
置
し

て
い
る
行
政
に
貴
任
が
あ
る
と

し
て
市
を
追
及
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
行
政
が
根
本
的
態
厦

を
改
め
な
い
限
り
。
差
別
は
な

く
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た

の
で
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
京

都
市
で
は
、
同
和
対
策
の
総
合

計
画
を
策
定
し
、
墳
極
的
な
施

策
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

○
同
和
間
嘔
の
問
い
合
わ
せ
は

本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

体験 者5000 人! !

起 震車 震太くん
ボ
ク
は
、
区
民
の
方
に
i
太

く
ん
"
と
名
付
け
ら
れ
た
起
霞
車

で
す
。

昨
年
の
1
0月
に
登
場
以
来
、
す

で
に
5
千
人
の
方
が
ボ
ク
を
体

験
。
町
会
、
学
校
、
保
育
園
な
ど

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
汗

だ
く
で
頑
張
つ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
、
日
ご
ろ
の
訓

練
が
も
の
を
い
い
ま
す
。
煙
体
験

訓
練
も
で
き
る
ボ
ク
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
災

害
対
策
課

豐
8
8
0
5
0
1
1

今
日
も
ユ
サ
ユ
サ
震
太
く
ん

あ
な
た
の
ま
ち
に
出
か
け
ま
す

いま、風は北千 住

北千住 CI イベント

北
千
住
が
2
1世
紀
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
の
か
「
北
千
住
の
き
の
う
、

き
ょ
う
」
を
展
示
や
ビ
デ
オ

で
紹
介
し
た
り
、「
北
千
住
の

新
た
な
イ
メ
孔
と

を
探
る

た
め
2
1世
紀
を
担
う
大
学
生

に
ょ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

い
、
北
千
住
の
持
っ
魅
力
や

パ
ワ
ー
に
っ
い
て
み
な
さ
ん

と
考
え
ま
す

。

日
時
3

月
3
0・
3
1日
、
午

前
1
0時
3
0分
I
午
浚
4
時

(
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
3
1日

、

午
後
2
時
)

場
所
J
R

北
千
庄
駅
ビ
ル

7
階
W
I
Z

サ
ロ
ン

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
都
市

計
画
課

き
8
8
2
-
I
I
I
㈹

狭
い
み
ち
を
ひ
ろ
げ
て
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

細
街
路
整
備
助
成

区
内
に
は
、
消
防
単
、
救

急
車
。
濟
掃
車
が
通
れ
な
い
4

未
満
の
狹
い
道
路
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
常
、

皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
こ

の
よ
う
な
道
路
は
、
大
震
災

時
の
避
難
な
ど
防
災
上

、
交

通
安
全
上
、
居
住
環
境
上
問

題
が
あ
り
ま
す

。

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
道
路

を
、
地
域
の
安
全
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
と
ら

え
、
足
立
区
細
街
路
整
爾
助

成
条
罔
(
昭
和
6
0年
9
月
)

を
制
定
し
、嵋
貝
4
む
以
上

、6

む
以
下
の
範
囲
で
、拡
幅
、

新
設
が
必
要
な
路
繚
(
細
街
路
計

画
図
)
を
指
定
し
、
道
路
整
庸
費

用
等
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

細
街
路
計
画
で
指
定
し
た
路
線

に
沿
つ
て
、建
築
、
閲
発
行
為
を

す
る
場
合
に
は
、
建
築
磴
認
申
請

の
前
に
、そ
れ
以
外
の
場
合
は
、

整
備
着
手
前
に
そ
れ
ぞ
れ
助
成
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま

ち
づ
く
り
課
亊
巣
第
二
係

豐
8
8
2
1
1
1
1㈹

「
東
京
都
足
立
区
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス

及
び
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設
の

建
築
に
係
る
建
築
指
導
指
針
」を
制
定

最
近
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス

建
設
が
関
西
地
区
を
皮
切
り
に

全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
庄
宅
地
な
ど
に
カ

ラ
オ
ケ
ポ
ッ
ク
ス
が
建
設
さ
れ

る
と
騒
音
や
管
理
な
ど
の
面
で

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
、

居
住
環
境
上
の
問
題
と
な
る
ケ

ー
ス
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
た
め
区
で
は
、住
宅
地

な
ど
に
お
け
る
居
住
環
境
の
保

持
と
近
隣
住
民
と
の
紛
争
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
「
東
亰
都

足
立
区
カ
ラ
オ
ケ
ポ
ッ
ク
ス
及

び
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設

の
建
築
に
係
る
建
築
指
導
指

針
」
を
策
定
、
平
成
2
年
2
月
5

日
よ
り
施
行
し
ま
し
た
。

今
後
、
建
築
主
等
の
皆
さ
ん

に
は
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
た
め
、
本
指
針
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
頤
い
い
た
し

ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
紛
争
調

整
担
当豊

眤
1
1
1
1
(
代
)

く
ら
し
の

情

報

年

金

国
民
年
金
の
保
険
料

4
月
か
ら
改
定

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、4

月
か
ら
月
額
8
千
槇
円
と
な
り

ま
す
(
付
加
保
険
料
は
、
従
来

ど
お
り
月
碩
4
0
0
円
で
す
)
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
お

と
し
よ
り
に
な
っ
た
と
き
や
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
加

入
者
が
亡
く
な
り
、
母
子
世
帯

に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を

支
給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。年

金
額
は
生
活
の
安
定
に
役

立
つ
よ
う
、
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、
保

険
料
も
段
階
的
に
改
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
の
健
全
な
発

展
の
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
顴
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
保
険
料
係

昔
腦
5
1
6
1

毎
月
第
1
水
曜
日

ね

ん

き

ん

相
談
コ
ー
ナ
ー

あ
な
た
の
年
金
は
、あ
な
た

の
大
切
な
財
産
で
す
。

年
金
は
、
年
齢
や
経
歴
な
ど

に
よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
異
な
り

ま
す
。
ご
自
分
や
ご
家
族
の
年

金
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど

う
ぞ
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
年

金
専
門
官
も
参
加
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
3

月
7
日
(
水
)
、午
前

1
0時
I
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
・

国
民
年
金
課
前
フ
ロ
ア

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

昔
巍
5
1
5
1

福

祉

身
体
障
害
者
の
方
ヘ
―

ご
利
用
く
だ
さ
い

・∵
日
常
生
活
用
具
と
般
佩
改
善

費
の
給
付

対
象
・・・
視
覚
1
・
2

級
、聴
覚
・
言
語
2
8
4

級
、

下
肢
ま
た
は
体
幹
―
・
2

級
、

呼
吸
機
能
1
・
3

級
そ
の
他
頸

髄
擒
傷
、
臭
覚
機
能
喪
失
、
人

工
透
析
を
必
要
と
す
る
方
で
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
方

▽
屋
内
移
勣
般
佩
改
善
費
の
紿

忖

対
象
i・・
1
8歳
以
上
で
歩
行

不
能
の
方
、
体
幹
に
璽
度
の
障

害
を
有
し

、
身
体
障
客
者
手
帳
1

級
を
所
持
し
て
い
る
方

▽
補
装
具
の
交
付
・
修
理

対

象
…
視
覚
・
聰
覚
・
音
声
・
言

語
機
能
障
害
、体
幹
機
能
障
害
、

ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
の
機
能

障
害
に
該
当
し

、
身
体
障
害
者

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方

※
給
付
等
を
希
望
す
る
方
は
、

給
付
等
基
準
に
若
干
の
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
管
轄
の
福
祉
事

務
所
障
害
者
援
護
係
ま
で
電
話

等
で
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
各
福
祉
亊
務
所
　
　

(
足
立
豊
8
8
8
3
1
4
1
F
　

A
x
巍
5
3
4
4
、中
部
魯
　

8
8
9
1
4
8
1
F
A
x
8
8
0
6
　

9
7
2

、ヽ
東
部
a
6
0
5
7
1
0
　
5
F
A

χ
5
6
9
7
-
6
　
5
6
0

、
西
部
瑟
5
0
1
　
1
F
A

χ
8
5
6
7
2
2
9
、

北
部
昔
s
6
8
0
0
F
A
　

χ
8
6
0
5
0
7
7
)

喜
寿
、
傘
寿
、
米
寿

マ
ッ
サ
ー
ジ
券
使
用

期
限
は
3

月
1
5日

昨
年
9
月
に
喜
寿
、
傘
寿
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
配
布

し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
使
用
期

限
は
3
月
1
5日
で
す

。

ま
だ
手
元
に
券
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
近
く
の
施
術
師
で
お

早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

券
の
使
用
で
き
る
施
術
師
の

一
覧
表
は
券
と
同
封
し
て
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
出
張
料
を
自
己
負
担

す
れ
ぱ
自
宅
で
施
術
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
艤
会

魯
8
8
8
1
5
5
0

生
活環
境

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

こ
の
た
ぴ
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
エ

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
曰

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

認
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
賢
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

計
圃
調
整
課
助
成

係

豐
譌
5
2
0
8
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〝女 性 〟40歳 から の
心 と 体 の 講 演 会

更年期を

はつらつと過ごそう

女
性
4
0代
、
成
熟
期
か
ら
老
年

期
へ
の
移
り
変
わ
り
の
と
き
。
体

も
心
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
で

す

。更
年
期
を
楽
し
く
過
ご
し
、
い

つ
ま
で
も
美
と
若
さ
を
保
つ
秘
訣

を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

。

曰
眄
3

月
1
9日
(
月
)
、午
後
1
　

時
3
0分
～
3
時
3
0分

定
s
4
0
人

費
用

無
料

購
師

星
仁
一
氏
(
産
婦
人
科
医
)

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
千
住
　

保
僵
所
s
8
8
8
4
2
7
7

ヘ
ル
シ
ー
ミ
ド
ル
講
座

も
う
「
更
年

期

」と

は
　

言

わ

せ

な

い

日
時
3

月
7
・
1
2日
、
午
後
1
　

時
3
0分
I
4

時

鳩
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

対
象
・
定
a

成
人
女
性
、
1
0
0人

申
込
・
問
合
せ
先

柬
和
保
健
相

談
所

昔
緜
4
1
7
1

栄
養
士
パ
ー
ト
募
集

轍
務
内
容

母
子
お
よ
ぴ
成
人
襦

等
の
栄
養
相
談
、
栄
養
指
導
の

資
料
作
成
な
ど

勤
務
内
容

事
巣
に
よ
り
変
わ
り

あ
り
、
月
に
数
日
、
通
常
午
前

9
時
～
午
後
4
時
(
6
時
閧
)

※
病
院
、
保
健
所
な
ど
の
勦
務
経

験
者
は
特
に
歓
迎
。

問
合
せ
先

千
庄
保
健
所
・
栄
養

指
導
担
当
S

翻
4
2
7
7

お 酒やめ たい
や めさせ たい

酒害相談

お
酒
を
や
め
た
い
が
や
め
ら
れ

ず
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
専
門
医
、
保
健
婦
に
よ

る
酒
害
相
談
を
毎
週
1
回
行
っ
て

い
ま
す
。

1
人
で
悩
ま
ず
に
同
じ
悩
み
を

持
つ
仲
間
と
一
緒
に
相
談
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

▽
干
住
保
健
所
…

第
1
・
3
木
曜
日

▽
足
立
保

健
所・・・第
2
・
4
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
I
3

時
3
0分
。
事
前
に
連
絡
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健
相

談
所

ひ
と
り
親
家
庭
で
困
っ
た
と
き

家
政
婦
さ
ん
を
派
遣
し
ま
す

ひ
と
り
親
冢
底
の
お
父
さ
ん
、

お
毋
さ
ん
、ま
た
は
お
子
さ
ん
が

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
一
時
的
に

家
亊
や
育
児
が
で
き
な
く
な
っ
た

時
、
冢
事
そ
の
他
日
常
生
活
の
手

伝
い
を
す
る
家
政
婦
さ
ん
を
派
遺

し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
紿
資

格
が
あ
り
、中
学
生
以
下
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

派
灑
回
数
1

度
の
申
讀
に
つ
き

5
回
以
内
(
年
閧
2
0回
ま
で
)

派
灌
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
間
で

、8
時
閧
ま

た
は
4
時
間
を
I

回
と
し
ま
す

申
込
方
法

疾
軻
を
証
明
で
き
る

も
の
(
診
察
券
等
)
と
印
か
ん

を
持
参

※
緊
急
の
場
合
は

、
代
理
人
ま
た

は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児

童
助
虞
係

魯
8
8
2
1
1
1
1
㈹

ためしてみませんか
身近なテスト

合成洗剤の成分

私
た
ち
の
回
り
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
合
戉
洗
剤
が
出
回
つ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、こ
の
中
か

ら
シ
ャ
ン
ブ
ー
と
台
所
洗
剤
に

つ
い
て
簡
単
な
成
分
テ
ス
ト
を

行
い
、
合
成
洗
剤
へ
の
知
識
を

深
め
て
ゆ
き
ま
す
。

曰
時
3

月
8
日
(
木
)
、午
後

1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象

区
内
在
庄
の
方

定
員
2
0
人

費
用

無
料

※
筆
記
具
、
エ
ブ
ロ
ン
持
参
。

塲
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

消

費
者
セ
ン
タ
ー

a
8
8
0
5
3
8
5

み んな の 健 康 足 立 保 健 所 　855- 4151千住保健所　888- 4227江北保健相談所　896- 4004
東和保健相談所　606- 4171

中央本町保健相談所 　880- 5351

ひ
と
り
親
家
庭

国
民
宿
舎
の
無
料
利
川

母
子
・
父
子
家
庭
の
方
に
、ひ

と
り
観
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
事
業
を

行
つ
て
い
ま
す
。

春
休
み
に
、
親
子
そ
ろ
っ
て
の

宿
泊
旅
行
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宿
泊
塲
所

熱
海
・
日
光
・
河
口

湖
な
ど
1
0カ
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、入
湯

税
等
は
自
己
負
担
)
年
度
内
2
　

泊
ま
で

申
込
方
法

厦
接
窓
囗
へ

、
毋
子

年
金
、
児
童
扶
養
手
当
証
S
、

育
虞
手
当
支
払
通
知
S
な
ど

ひ
と
り
観
冢
庭
が
確
認
で
き
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
閥
合
せ
先

各
福
祉
事
務

所
(
足
立
魯
8
8
8
3
1
4
1
、
中

部
S
8
8
9
1
4
8
1

、
東
部
S
S
　
7
1
0
5

、
西
部
昔
8
9
7
5
0
1
　
1

、北
部
酋
嵋
6
8
0
0
)

、ま

た
は
本
庁
舎
・
児
童
助
改
係
S
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

保
育
園
産
休
病
欠
等

臨
時
職
員
を
募
集

勤
務
時
間

午
前
8
時
3
0分
I
午

後
5
時
1
5分

助
務
場
所

各
区
立
保
育
園

職
糧

保
毋
、
調
理
、用
務
等

時
給
6
3
0円

応
募
資
格

健
康
な
方
。
資
格
の

有
無
を
問
い
ま
せ
ん

募
集
方
法

登
録
制
(
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
連
絡
先
等
を
登
録

し
、
そ
の
都
度
紹
介
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
育
第
一

係

酋
8
8
2
1
1
1
1㈹

家
屋
等
を

新
築
さ
れ
た
方

届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
整
臠
が
す
で
に
済
ん

で
い
る
地
域
内
に
、
家
閥
等
を
新

築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を
定
め
る

た
め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が

決
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
。
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
届

け
出
に
は
、
建
築
確
認
S
一
式
と

印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
住

居
表
示
係

酋
膕
5
0
3
1

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
I
S
業
。3
ヵ
月

関
再
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
惆
報
、催
し
も
の
な
ど
の
案
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
の
も
の
、

会
費
が
月
額
3
千
緊
円
を
超
え
る
も
の
、投
稿
内
容
が
不
備

な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
籥
順
/
1
団
体
―
事
業
/

3
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と
め
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、費
用
(
金
額
・
使
途
)
、

電
話
連
絡
先
を
明
記
し
て
、郵
送
ま
た
は
持
穆
/
採
否
は
連

絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載
後
の
麦
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
締
切
り

は

発
行
日
1
ヵ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒
1
2
0千
住
―
-
4
-
1
8
)

=
募

集
=

☆
し
ん
ふ
じ
ん
ペ
ン
・
S
濳
教

室
月
曜
日
(
月
3
回
)
、午
後

7
時
3
0
分
～
9
時
/
佐
野
セ
ン

タ
ー
/
番
く
こ
と
が
好
き
に
/

月
額
学
生
2
千
5
0
0
円
・
一
般
3

千
5
0
0
円
/
北
原
豊
睨
7
3
4

☆
弥
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ

ブ

毎
週
月
曜
日
(
水
・
土
曜

日
も
練
習
あ
り
)
、午
険
6
時
3
0

分
I
8
時
/
第
九
中
体
育
館
/

小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
/
月

額
千
5
0
0
円
/
浜
村
昔
8
5
9
4
4

☆
硬
式
テ
ニ
ス
(
ゴ
ー
ル
ド
エ

ー
ス
)
毎
週
土
・
日
疆
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
/

経
験
者
、
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
/
小
吹
魯
6
5
0
2
7
9
4

☆
生
花
サ
ー
ク
ル
(
光
杉
会
)

4
月
1
0
日
か
ら
毎
月
第
2
・

4
火
曜
日
、午
後
7
時
I
9
時
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
入
会
金

千
円
、月
額
2
千
瞋
円
(
花
代

含
む
)
/
白
石
a
8
9
9
0
2
6

7
(
午
後
9
時
以
降
)

☆
足
立
区
フ
″
-
ク
ダ
ン
ス
達

盟
(
第
1
期
購
習
会
)
4
月

1
2
日
～
6
月
2
8
日
、毎
月
第
2
・

4
木
曜
日
、午
後
7
時
～
8
時

3
0
分
/
千
寿
第
三
小
学
校
/
1
6

歳
以
上
の
朷
心
者
/
1
回
1
0
0
円
/

長
谷
部
魯
8
8
1
9
0
6
5

☆
エ
ン
ジ
ョ
イ
テ
ニ
ス
ク
ー
フ
プ
　

土
・
日
瑾
、
祭
日
/
区
内
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
/
入
会
金
千

5
0
0
円
月
額
千
3
0
0
円
/
往
復
(

ガ
キ
で
申
し
込
み
(
テ
ニ
ス
匣

等
記
入
)
/
江
沢
(
〒
1
2
0
綾
瀬

5
L
1
2
-
1

雲
6
2
9
3
5
9
6

夜
間
)

ら
‥
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
毎
週
月
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/

成
和
信
用
金
宙
花
畑
支
店
/
入

会
金
2
千
円
、月
額
3
千
円
(
無

料
体
験
可
)
/
水
野
魯
8
8
4
8

8
6
4
(
午
後
6
時
以
降
)

窟
立
畆
t
t
(
ひ
ま
わ
り
)

毎
週
月
・
火
曜
日
/
自
宅
　

(
西
新
井
)
と
青
年
セ
ン
タ
ー
/

月
額
2
千
瞋
円
/
資
格
取
琳

希
望
者
/
和
田
・
1
8
5
0
4
2
0

☆
カ
ラ
オ
ヶ
サ
ー
ク
ル
毎
月

第
1
・
3
木
曜
日
、午
唆
1
時
～

5
時
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
入

会
金
2
千
円
、月
額
2
千
円
/

山
中
昔
6
0
5
6
3
6
3
(
夜
間
)

☆
S
道
教
奎
(
竹
峰
会
)
木

曜
日
(
月
3
回
)
、午
後
1
時
3
0

分
I
3
時
3
0
分
/
竹
の
塚
セ
ン

タ
ー
/
月
額
2
千
勁
円
/
小
池
　

g
8
9
0
4
8り
5

☆
水
彩
圖
教
靈
毎
週
水
曜

日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
/
佐
野
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3

千
円
、子
叺
2
千
円
/
中
田

き
暎
5
6
5
3

☆
(
イ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
(
柬

京
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ー
フ
ブ
)

中
高
年
向
(
イ
キ
ン
グ
札
所

巡
り
、都
内
・
鎌
龠
敵
策
、温

泉
バ
ス
巡
り
な
ど
/
年
会
費
千

8
0
0
円
/
平
松
豐
刪
4
6
3
3

掲示
板

・

柬
京
都
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

募
集

期
間
4
月
～
平
成
3
年
3
月

応
募
資
格

都
内
在
住
の
2
0歳

以
上
の
方
(
公
務
員
は
除
く
)

定
a

千
人

内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
8
　

回
、
会
合
2
回
へ
の
出
席
等

(予
定
)

謝
礼
1

回
千
Ⅲ
円

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
作
文

「
毎
日
の
く
ら
し
の
中
で
思

う
こ
と

」、
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記

応
募
期
限
3

月
1
0日
消
印
有

効
選
考

地
域
別
人
囗
比

年
代

別
搆
成
等
を
考
慮
し
て
選
考

応
募
・
問
合
せ
先

生
活
文
化

局
消
費
者
部
生
活
嘴
報
課
灣

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
係
(

〒
1
0
0
　
-
8
1

千
代
田
区
丸
の
内
3
　
-
8
-
l
a
2
1
2
5
1
1
1

㈹
)

』
パ
ス
ポ
ー
ト
(
旅
券
)
申
騎

書
等
の
変
更

旅
券
法
改
正
に
よ
り
現
在
の

申
讀
書
は
3
月
3
1日
ま
で
の
申

請
し
か
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。4

月
1
日
以
降
は
新
し
い
申
請
s

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

。

そ
の
他
の
改
正
点
は
、①
1

回
旅
券
を
廃
止
し
。原
則
と
し

て
5
年
間
有
効
の
数
次
旅
券
に

一
本
化
②
渡
航
費
用
立
証
s
類

の
廃
止
③
合
冊
の
廃
止
な
ど
で

す

。

問
合
せ
先

生
活
文
化
局
国
際

交
流
部
旅
券
諜酋

2
1
2
4
0
7
3

・
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

期
間
3

月
1
日
～
2
0日
(
第

1
・
3
土
瑤
日
は
午
前
中
。第

2
土
曜
日
、日
曜
日
休
み
)

縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税

の
吶
税
者
本
人
ま
た
は
そ
の

代
理
人
(
本
人
ま
た
は
代
理

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の
を
持
齢
)

縦
覧
場
所

資
産
所
在
地
の
都

税
事
務
所
(
2
3
区
内
)
、市
役

所
、
町
村
役
場

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

昔
靦
2
1
1
1

・

労
災
年
金
相
談
(
無
料
)
　

労
災
年
金
(
傷
詞
・
障
害
・

遺
族
)
を
受
け
て
い
る
方
に
、

年
金
額
の
内
容
、
厚
生
年
金
・

国
民
年
金
の
調
整
、
義
肢
、
禰

装
具
、
労
働
福
祉
等
の
相
談
を

受
け
て
い
ま
す

。
日
常
生
活
の

心
配

、
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い

。
『

相
談
は

、
文
S

、
電
話
、
来

所
等
で
行
い

、
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す

。

問
合
せ
先

抛
労
災
年
金
福
祉

協
会
東
亰
相
談
所
(
〒
1
1
2文

亰
区
後
楽
1
-
7
1
2
2

後
楽

園
会
館
内

酋
8
1
5
9
7
2
　
1
)

・

都
立
江
戸
川
高
等
職
業
技
術

専
門
校
4
月
入
校
生
募
集
(
2

次
)

募
集
科
目

Λ
昼
間
V
機
械
製

図
、
環
境
分
析
、
ア
パ
レ
ル

技
術
、
洋
裁
(
短
期
)
、
ト
レ

ー
ス
、
機
械
'
R

接

Λ
夜
間
V
自
勳
車
蛾
偉
、
溶

接
、
機
械
製
図
、
環
境
分
析

募
集
期
限
3

月
9
日

選
考
曰
3

月
1
5日
(
木
)

合
格
発
喪
3

月
2
2日
(

木
)

入
校
曰
4

月
5
日
(
木
)

問
合
せ
先

都
立
江
戸
川
高
等

職
業
技
術
専
門
校
(
〒
1
3
2江

戸
川
区
中
央
2
-
3
1
-
2
7

昌
1
2
2
1
)

・
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録
を
　

東
亰
都
で
は
、
禾
就
業
の
保

健
婦
、助
産
婦
。看
護
婦
、准
譽

護
婦
の
有
賢
格
者
で
再
就
職
を

希
望
し
て
い
る
方
の
た
め
に

、

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
登
録
者
に
は
、
就

業
相
談
、
就
業
情
報
の
提
『

就
業
の
あ
つ
聟
ん
を
行
い
ま

す
。

登
録
方
法

直
接
来
所
ま
た
は

(
ガ
キ
に
住
所
。
氏
名
、
年

齡
、
所
有
資
格
、
電
話
番
号
、

「
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
登
録
希
望
」

と
明
記
し
郵
送

登
録
先

東
亰
都
番
霞
協
会
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
(
〒
図
渋
谷
区

神
蓊
5
-
8
1
2
a

椢

3
3
9
5
)

問
合
せ
先
衛
生
昜
医
務
部
s
　

護
計
画
係

a
2
1
2
5
1
1
1
㈹
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力と技を競う
第43回

都民体育大会足立区予選会

・

柔
道
大
会
(
東
京
武
道
館
閧
館

記
念
)

日
時
4
月
2
2
日
百
)
、午
前
9
　

時
～
午
後
5
時

塲
所

柬
京
武
道
館
第
一
武
道
場

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
・
在
学

の
方

費
用

▽
小
学
牛
:
罎
円
7

中

学
生
以
上
・・・
5
0
0
円

申
込
方
法

庄
所
、
氏
名
、
年
鵬

(ま
た
は
学
年
)
、
段
卮
を
明
記

し
、
費
用
を
添
え
郵
送
(
現
金

瓣
留
)

申
込
期
限
3

月
3
1日
必
着

※
小
・
中
学
生
は
、
身
長
、
体
徴

も
明
記
し
て
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先
原
島
久
武
　
　

(
一
y
1
2
0
千
庄
旭
町
1
0
-
1
3

瑟
3
8
3
8
)

・
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会

日
時
3

月
1
1日
(
日
)
、午
前
9
　

時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
(
3

姿
勢

6
0発
竸
技
)

参
加
資
格

区
内
在
庄
・
在
動
の

方
お
よ
び
逓
盟
加
入
者

費
用
3
0
0
円

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
(
銃

所
持
許
可
書
、
射
手
手
帳
を
持

参
)

申
込
・
問
合
せ
先

ラ
イ
フ
ル
射

撃
連
盟
菅
沢

酋
鯒
3
9
7
0

亜
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

日
時
4

月
1
曰
(
曰
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
2
時

場
所

ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
レ
ン
ジ
(
鹿
浜
四
丁
目
)

橦
目

タ
ー
ゲ
ッ
ト

資
格

区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

の
方

参
加
費

罎
円
(
当
日
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
庄
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

(
電
話
申
し
込
み
も
回

申
込
期
間
3

月
3
0日
必
笞

申
込
・
問
合
せ
先

高
僑
秀
之

(〒
1
2
3鹿
浜
4
-
1
-
8

ロ
ビ

ン
フ
ッ
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
レ
ン

ジ
内

酋
8
5
3
4
9
1
2
)

7エ イ ッ 」 東 京武道綰に若い 汗が飛ぶ

フ

ォ
ー

ラ

ム

セ
ク
シュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

職
場
や
日
常
生
活
で
の
セ
ク
シ

ュ
ア
ル

ー
(
ラ
ス
メ
ン
ト
(

畦
的

い
や
が
ら
せ
、
お
び
や
か
し
)
に

つ
い
て

。3
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
を
招
き
、
參
加
者
と
と
も
に
本

盲
で
語
り
合
い
ま
す
。

日
時
3
月
1
5
日
(
木
)
、午
浚
6

時
3
0分
1
8

時
3
0分

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

宮
淑
子
氏

(フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
、

橸
島
端
穗
氏
(
弁
護
占

、村
瀬

舂
樹
氏
(
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
上

定
具
5
0

人

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
女
性
差
別

私
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
等

で
流
さ
れ
る
哺
報
に
強
い
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
女
性

農
視
を
助
長
し
、
人
権
を
侵
害
す

る
よ
う
な
も
の
に
は
、
大
き
な
間

題
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
問
黽
を
探
り
、
そ
の

解
決
を
目
指
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
閧
催
し
ま
す
。

日
時
3

月
2
4日
(
土
)
、午
唆
2
　

時
～
7
時

基
調
講
演

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
私

綿
師

落
合
惠
子
氏

定
員
2
0
0
人※

※

フ
ォ
土
フ
ム
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
も

申
込
方
法

電
話
、
直
接
窓
囗
、

(
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
の
事
業

名
を
明
記
)
の
い
ず
れ
か

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
婦
人
　

総
合
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
3
梅
田
7
　

-
3
3
-
I
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
内
　

a
8
8
0
5
2
2
2
)

落
合

恵
子
氏

情
報 コ ー ナ ー

少年魚つり 大会
日時3月25日( 日) 、午　
前9時～正午( 受け付　
けは午前8時30分～45　
分)

塲所 元渕江公 園内釣り
場( 保木問2- 17- 1 、
竹 ノ 塚 駅 柬 囗 徒 歩20　
分)

資格 区 内在住 の小学3　
年生 から 中学生 の男 女

定員2 叩 人( 先薯順)

費用 無料( 釣り貝、エサ、ビク等は
各自で用意すること)

申込方法 往厦ハガキに庄所、氏名、

学校名、学年、電話番号を明記
申込期限3 月16日必譱
申込・問合せ先 本庁舎・体育振興係

882―1111(ぞ弋)

青少年指導者
養成セミナー
少年の地域活勳が活発に行われる
ためには、育成者や成人の勳きがた
いへん重要になります。今回は、さ
まざ まなレクリエーション実技の実
際と指導法について学ぴます。
日時・内容 下賚のとおり
場所 本庁舎7 階
対象 区内少年団体指導者および興
味のある方( 高校生以上)

申込方法 所定の用紙または電話
申込期限3 月12日、正午まで
申込・問合せ先 本庁舎・少年育成係

0882 ―1111( R)

蒹闢はい茆も午疊脯紛～8時3吩

中央図書館講演会

子どもたちへの応援歌

曰眄3 月17 日( 土) 、午 後2 時から
対象 区内 在住・在勤 ・在学 の方
講師 後藤蚩 一氏( 児童 文学 作家、
代 衷作「一年 一組」「キ ャプ テン」)

定員110 人( 先着順)
費用 無料
申込 方法 直接窓 口または電 話
場所 ・申 込・問合 せ先 中央図 番館

魯840 ―4646

西部区民福祉センター

文 化 祭

児童鉈・老人館活勦の成果の発表
や展示を行います。おとしよりや子
どもたちの「鹿浜再発見」(遊び場マ
ップ。地名の由来など) 報告もあり
ます。ぜひおいでください。
日畤3月9・10・1日、午前10B寺　～

午後4時( 9日は午唆1時開始)
内容9日～】1日…作品展示[ >　
10日…発表会DH 日…作ろうコ
ーナー

場所・問合せ先 西部区民福祉セン
ターJ S897 ―5016

区民教養講座
寺院 に見ら れる

仏 具
寺院にみられるさまざまな仏具。

寺を回るとき、その使い方・意味な
どがわかると、楽しみが一層増しま
す。お気軽においでください。文化
財入門講座の一環です。
日時3 月18日(日)、午後1 時30分
受付閲始'

購師 関忠夫氏( 足立区文化財保護
審巖会委貝)

定員100 人( 先櫞順〉
費用 無料
申込方法 当日匱接会場へ
場所・申込・問合せ先 郷土溥物館

0620 ―9393

青年セ ンタ ーの 催 し

手づくりキャンド ルで
ほ の ぼのパー テ ィー

夏に募集した「わくわくパーティー
スタッフ」がお届けする企画の第一弾
は。手づくりキャンドルパーティーで
す。
日畤3 月18日( 日j [ > キャンド ル作
り…午後3 時から
冫パーティー…午唆6 時から

場所 青年センター
対象16 歳から39歳の男女
定員30 人
輿用 【>キャンドル作り… 5〔X〕円
E>パーティー… 500円

一 いずれも一
申込力法 電話
申込・問合せ先 青年センター

眥890- 0061

あだち探偵団

区 内探 訪 その1

「面白あだち発見」を合言葉に、足
立の知らない面を発見する「あだち探
偵団」。第1回の区内揀訪は営団地下鉄
九号線聿廈( 北綾瀬駅先) を訪ねます。
日時3月10日( 二t二) 、午前10時～午浚　
2 時

対象 青年男 女
定 員20 人( 抽選)
費用 無料
申 込期限3 月8 日、午 後8 時 まで

公 開 講 座

子どもの発達に応じた
親のかかわり方

知 つているつもりの子ども の成
長。でも、思わぬことで驚かされる
こともあります。子どもの心をよく
知るとともに、家庭、学校、地域で
の子どもとのかかわり方について、
一緒に考えてみませんか。
日時3 月10日( 土)、午後2 時30分
場所 エル・ソフィア( 入場無料・
保育室あり)
鳩師 加藤道理氏( 桜美林大学教授)
定員200 人( 先譽順)
申込方法 当日匱接会場へ
主催 少年団体連合協巌会、青少年
委員会

問合せ先 本庁舎・青少年課
酋' 882―1111(代)

江北センター講演会

日 本 を と り
まく麻薬圈

日眄3 月17日(土)
午後, a脾こ7_4時
講師 胡挑沢貅吏氏( 作冢)
定員150 人( 先讐順)
費用 無料
申込方法 直接窓囗または電話
場所・申込・問合せ先 江北センター

0890 ―4488

練功十八法
講演と実技

曰時3月15・16日、午後1時～3　
時

対 象60 歳以 上の区民 の方
内容 高齡者向き の健康 体操F 練功
十 八法」の講 演・実技

購師 武田幸子 氏( 日本 女子太極拳
ク ラブ 代表)

定員30 人( 先 善順)
費用 無料
申込方 法 匱接窓 囗または電 話
場所 ・申 込・閥合 せ先 老 人会館

859 ―9732

講 演 会
俳 句 に つ い て

芭 蕉 と 現代
日時3月16日( 金) 、午後2時～4　
時

講師 安東 次男 氏( 蒔 人)
対象 区内 在住・在勤 の方
定員70 人
賢 用 無料
申 込方法 直接窓囗 また は電話
鳩所 ・申込・問 合せ先 東部区民 福
1沚センタ ―0605 ―7101

A. N. 250, 000


